
子どものこころとからだの健康を守るために 

 

 

 

 

 

 

 

日  時   令和6年 11月 9日（土） 

会 場 永山公民館 ベルブホール 
対 象   多摩市在住・在学・在勤の方、関係機関職員の方  

☆手話通訳、要約筆記あります 

申込締切 １１月１日（金） まで 

申込・問合せ 多摩市子ども家庭支援センター 電話  042-355-3833  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

           
 

 

◇子どもの頃の逆境体験がいかに一生涯にわたり健康に影響を与えるか 

 

◇子どもへの支援としてトラウマ・インフォームド・ケアを実践することができるか 
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小児科専門医、社会医学専門医、PCIT（親子相互交流療法）認定セラピスト。 

日本財団国際フェローシップ・日本学術振興会海外特別研究員として 

オクラホマ大学児童虐待センター・リサーチフェロー、東京医科歯科大学院 

医歯学研究科（国際健康推進医学分野）プロジェクト助教、東京医科歯科大学院

医歯学研究科（公衆衛生学分野）プロジェクト講師。 

日本子ども虐待防止学会にも所属され、児童虐待予防、小児死亡事例の検討体制 

家族支援の研究にも従事。 

10時 00分～12時 00分（受付開始9時 30分～） 

多摩市子ども家庭支援ネットワーク連絡会主催 

令和6年度 児童虐待防止推進月間 啓発講演会 
 

☆電話・FAX・インターネット手続き・よりお申込みください  

 

FAX 042-355-3433  

 

子どもの頃の「逆境体験」とは？？ 

虐待をうけた、両親の不和、貧困などの経験 

 

トラウマ・インフォームド・ケアとは？？ 

トラウマとその影響についての知識をもち 

適切なかかわりをすること。 

かかわる相手が、心の中にトラウマを 

抱えているかもしれないと 

意識してかかわる方法。 

保 育 定員４人 生後３ヶ月以上の未就学児対象 電話申込み先着順 締切１０月２５日（金） 

みんなで 


